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学術認証フェデレーション (学認)への参加について

情報科学センター 1

1 概要

近年，電子ジャーナル，電子メールクライアント，e-Learningシステム等の研究者・学生向けのサー

ビスや，一部業務システムのWebアプリケーション化が進んでいます．Webアプリケーションは利用

環境を選ばずに利用可能であるため，利用者にとってメリットが大きいものの，各種Webアプリケー

ションごとに ID管理を行っていることが多く，その管理コストが問題となります．

利用者にとっても，Webアプリケーションごとにログイン作業が必要となるため，ID管理・ログイ

ンの手順が煩雑となります．加えて，他の学外研究機関で電子ジャーナル等のサービスを利用したい場

合，その研究機関がサービスに契約しているにも関わらず，学内 IDを用いた利用は考慮されていない

ため利用できません．これらの問題を解決するための方法として，それぞれの研究機関が連携し，ユー

ザ認証を分散化し，多くの学外研究機関で学内 IDを用いたサービスが利用できる枠組み (認証フェデ

レーション)が提案されています (図 1，学術認証フェデレーションウェブサイトより転載)．

日本においては，国立情報学研究所によって，学術認証フェデレーション (学認, http://gakunin.jp/

)が構築され，平成 22年度より正式サービスを開始しました．本学は，電子ジャーナル利用時の利便

性向上などが図れることから，学術認証フェデレーションへの参加は多大な意義があると考え，フェデ

レーションへの参加を決定しました．

2 フェデレーションへ参加するためのシステム構築

図 1に示された通り，学認は，学外からの利用者認証を行うためのシステム (IdP)，電子ジャーナル

等のサービスを提供するシステム (SP)の連携によって構築されています．

本学では，情報科学センターのアカウント情報が利用可能な認証システム (IdP)を整備し，3節に掲

載したサービスを学外から利用できるシステムの構築を行います．情報科学センターでは，フェデレー

ションへ参加するための IdPの構築を行います．

3 利用可能なサービス (SP)一覧 (一部予定を含む)

1. Science Direct : Elsevier
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図 1: 認証フェデレーション概要

2. SCOPUS : Elsevier

3. SpringerLink : Springer

4. Pathology Images : Atlases

5. CiNii : 国立情報学研究所

6. FShare(ファイル共有サービス) : 国立情報学研究所

7. Eduroam-Shib (eduroam用一時アカウント発行サービス) : 国立情報学研究所

なお，上記の SP一覧は検討中の項目を含んでおり，変更される可能性があります．

4 フェデレーション参加までのスケジュール

平成 23年 1月初旬　　　 国立情報学研究所に対し，フェデレーションへの参加申請

　　　　 2月下旬　　　 認証サーバ (IdP)の構築・テストフェデレーションへの参加

　　　　 3月 (予定)　　 利用者へ提供するサービス (SP)の選定

　　　　 4月以降 (予定) 運用フェデレーションの参加・利用者へのサービス提供開始
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九州大学研究用計算機システムの利用支援について

情報科学センター (研究システム利用支援) 1

1 概要

情報科学センターでは，大規模演算・高速演算に対する需要に応えるため，本学教職員に対して九州

大学が保有する研究用計算機システムの利用支援を行っています．今年度は，九州大学情報基盤研究開

発センターが保有する研究用計算機システムの提供 (占有タイプ 1構成，共有タイプ 3構成を提供，述

べ 5名)，同システムに関する利用講習会 (OpenMP概論を主体とした講習)を開催しました (5名受講)．

2 支援内容

• 提供システム
　情報科学センターでは下記の 4システムについて，本学教職員 (構成 a～d)および本学学生 (構

成 a)を対象に提供を行っています．

(a) 大規模 SMP計算機 : 富士通 PRIMEQUEST 580 占有タイプ

(Intel Itanium2 1.6GHz 32コア，1ノード，主記憶合計 44.8GB)

(b) 大規模 SMP計算機 : 富士通 PRIMEQUEST 580 共有タイプ

(Intel Itanium2 1.6GHz 64コア，1ノード，主記憶合計 89.6GB)

(c) 大規模 PCクラスタシステム : 富士通 PRIMERGY RX200S3 共有タイプ

(Intel Xeon 3.0GHz 4コア，32ノード，主記憶合計 179.2GB)

(d) 高性能アプリケーションサーバ : 日立製作所 SR16000 共有タイプ

(IBM Power6 4.7GHz 32コア，1ノード，主記憶合計 96GB)

これらシステムについて，システムに関する利用報告，使い心地等のレポート提出 (別紙参照)を

条件に，利用負担金の補助を行っています．また，九大との連絡 (システムの利用申請など)は情

報科学センターが一括して受け付けています．

• システム利用講習会
研究用計算機システムの利用促進および円滑な利用を可能にするため，本学教職員および学生を

対象に，システムに関する利用講習会を開催しています．平成 22年度は，九大より 2名の教職員

を招き，平成 22年 10月 29日に飯塚キャンパス (端末演習室 1)にて開催しました．
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3 主な日程

平成 22年 4月 8日 ISC News No.242にて利用支援の告知．募集開始 (4月 22日まで)

　　　　 5月　 　 利用者へのアカウント配布・利用支援の開始

　　　　 10月 12日 ISC News No.246にて利用講習会の告知．募集開始 (10月 25日まで)

　　　　 10月 29日 利用講習会の実施 (14:00～17:00，飯塚キャンパス 端末演習室 1)

平成 23年 2月末日 (予定) 利用者への報告書の提出依頼送付 (予定)(3月上旬締切予定)

4 利用者の内訳

• 研究システム利用者 : 5名 (戸畑 2名，飯塚 3名，若松 0名)

• 講習会受講者 : 5名 (戸畑 0名，飯塚 5名 (うち 4名学生)，若松 0名)

5 次年度の支援について (予定)

現在利用支援を行っているシステムは，平成 23年度に機種更新が行われます．例年であれば，機種

更新初年度のサービス開始は 6月頃となりますが，今回は変則的なスケジュールにて機器の選定・調達

が行われる見込みです．

次年度は，利用可能な機種・利用形態等がわかり次第，利用支援の方針を決定し，ISC Newsにて告

知を行う予定です．
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学会・研究会の開催支援について

情報科学センター 1

1 概要

情報科学センターでは，戸畑・飯塚の各キャンパスで開催される学会，研究会等の期間中に利用可能

な教育システム利用アカウントおよび情報コンセント利用アカウントの発行，無線 LANアクセスポイ

ント (SSID)の作成を行い，その支援を行っています．

各種利用アカウントの発行および無線LANアクセスポイントの作成には，受入責任者からのアカウン

ト発行依頼，学会等ネットワーク利用届の提出が必要となります．詳細は，support@isc.kyutech.ac.jp

までお問い合わせください．

2 支援内容

平成 22年度に支援を行った学会・研究会等を表 1に示します．

表 1: 支援を行った学会・研究会等一覧 (平成 22年度)

期日 キャンパス 行事名 支援内容

平成 22年 9月 11日～9月 14日 戸畑 日本物理学会 SSID作成
2010年秋季大会

平成 22年 9月 11日～9月 14日 戸畑 日本物理学会 情報コンセント利用
2010年秋季大会 (発行数:638)

平成 22年 10月 29日 飯塚 研究システム利用講習会 教育システム利用
(発行数:10)

平成 22年 10月 29日 飯塚 研究システム利用講習会 情報コンセント利用
(発行数:10)

平成 23年 1月 27日～1月 28日 飯塚 電子情報通信学会 SSID作成
ソフトウェア無線研究会

平成 23年 1月 27日～1月 28日 飯塚 電子情報通信学会 情報コンセント利用
ソフトウェア無線研究会 (発行数:36)
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